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9月定例会�
　この９月定例会では、「川
西市自動車駐車場の売払い」
案件を審議しました。�
　これは、民間による弾力的
な経営手法への転換などを図
るため、川西能勢口駅周辺で、
市が運営している228パーキン
グとジョイン川西駐車場を、
川西都市開発株式会社に売り
払おうとするものです。�
　本案の審査では、この売り
払い先が、市が40％を出資す
るとともに、５億円の損失補

償を行っている会社であるこ
とから、売り払い先決定に至
った経緯のほか、売り払い後
の駐車場事業の運営見通しな
ど、活発な論議が交わされま
した。�
　また、この定例会では、
「『知明湖キャンプ場』と、
多田・鼓が滝・平野の『自転
車等駐車場』の指定管理者の
指定」案件も審議しています。�
　公の施設の管理に関しては、
地方自治法の改正により、民

間の能力を活用しつつ、住民
サービスの向上や経費の縮減
等を図るために「指定管理者
制度」が創設され、各自治体
では、直営、または指定管理
者制度の導入を選択すること
となりました。�
　これら２施設については、
指定管理者制度を導入するこ
ととされ、平成20年３月31日
までの間、それぞれ指定され
た指定管理者により、適切に
管理することが望まれます。�
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第1日（9月1日）�
○会期の決定�
○平成17年度一般会計補正予算〔1件〕⇒報告�
○教育委員会委員の選任〔1議案〕⇒表決�
○公平委員会委員の選任〔1議案〕⇒表決�
○平成16年度水道事業会計決算認定など〔21議案〕⇒市長
提案説明�

〈議　案　熟　読〉�
第2日（9月6日）�
○平成16年度水道事業会計決算認定など〔21議案〕⇒質疑
・委員会付託�
○一般質問�
第3日（9月7日）�
○一般質問�

〈常任委員会審査〉�
〈決算特別委員会審査〉�

第4日（9月22日）�
○平成16年度一般・特別会計決算認定〔9議案〕⇒市長提案
説明�
第5日（9月28日）�
○平成16年度一般・特別会計決算認定〔9議案〕⇒質疑・付
託�

〈決算特別委員会審査〉�
　　　　　　　　　　　・・・継続審査�

○平成16年度水道事業会計決算認定など〔21議案〕⇒各委
員長報告・質疑・討論・表決�
○請願〔1件〕⇒継続審査�
○意見書案〔1件〕⇒表決�

市営駐車場２２８パーキングなど民間経営へ�
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10月24日・25日に開催した第5回臨時会で役員改選を行い、下記のとおり、市議会の新しい体制が決まりましたので、お知らせいたします。�



�
○議会運営委員会�
○まちづくり調査特別委員会（中
央北地区整備事業について）�

○議会運営委員会�
○議会運営委員協議会（まちづく
り指標について）�

○議員協議会（教育委員会委員の
選任についてなど）�

○議会改革・改善検討委員会�
�
○第４回市議会定例会（招集日）�
○議会運営委員会�
○第４回市議会定例会（第２日）�
○第４回市議会定例会（第３日）�
○議会運営委員会�
○総務常任委員会�
○文教公企常任委員会�
○厚生経済常任委員会�
○広域ごみ処理施設調査特別委員
会（平成16年度猪名川上流広
域ごみ処理施設組合予算の継続

費繰越についてなど）�
○建設常任委員会�
○建設常任委員協議会（淀川水系寺
畑前川調節池整備工事について）�

○公営企業会計決算審査特別委員会�
○総務常任委員会�
○議会運営委員会�
○議会改革・改善検討委員会�
○第４回市議会定例会（第４日）�
○議員協議会（中期財政収支計画・
行政ＳＲ作戦・実施計画につい
てなど）�

○公営企業会計決算審査特別委員会�
○第４回市議会定例会（最終日）�
○一般会計決算審査特別委員会�
○特別会計決算審査特別委員会�
�
○総務常任委員協議会（競輪事業
に関する訴訟の状況について）�

○議会運営委員会�
○議会改革・改善検討委員会�
○一般会計決算審査特別委員会�

○一般会計決算審査特別委員会�
○一般会計決算審査特別委員会�
○特別会計決算審査特別委員会�
○厚生経済常任委員協議会（市立
保育所の民営化について）�

○議会運営委員会�
○議会運営委員協議会（指定管理
者制度について）�

○広域ごみ処理施設調査特別委員
会（猪名川上流広域ごみ処理施
設建設事業土地造成工事の進捗
状況について）�

○文教公企常任委員協議会（市立
川西病院の産婦人科の診療体制
についてなど）�

○議会改革・改善検討委員会�
○広報委員会�
○第５回市議会臨時会（招集日）�
○議会運営委員会�
○議員協議会（監査委員の選挙）�
○第５回市議会臨時会（最終日）�
○議会運営委員会�
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　自治体病院は、地域の中核医
療機関として、不採算部門を担
いつつ、医療提供体制の確保と
医療水準の向上に努めてきた。�
　しかし、新医師臨床研修制度
の必修化に伴う医師の引き揚げ
等で医師不足が深刻化しており、
特に小児科や産婦人科では、勤
務条件や医療訴訟の多さ等に起
因する医師希望者の減少で、診
療の縮小・休止や廃止せざるを
得ない病院が相次ぎ、地域医療
の確保・継続が危ぐされている。�
　よって当市議会は、政府が、
都道府県、大学、学会、医師会
等と連携し、早急に抜本的な医
師確保対策を講じられるよう、
強く要望する。�

自治体病院の医師確保
対策を求める意見書
〈要旨〉�

　第5回臨時市議会が、
10月24日・25日の2日
間の会期で開かれ、閉
会中に特別委員会で審
査していた平成16年
度一般会計・特別会計
決算について審議し、
いずれも決算書のとお
り認定しています。�
　また、市議会の役員
改選も行いましたが、
正副議長をはじめ、各
委員会等の新たな構成
については、１面下段
の表をご参照ください。�

第5回臨時市議会�
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議員　本市では、定年退職を迎える
世代が増加しつつある中で、体力、
気力ともに十分あるものの、これま
で地域活動に参加されなかった方た
ちも、まちづくりに活躍できる施策
に取り組むべきと考える。�
　他市では、ボランティア活動等を
一定期間体験できる「シニアインタ
ーンシップ」といった計画に取り組
む例があることから、本市において
も、このような先進事例を参考とし
ながら、定年を迎える方たちに対し、
まちづくりへの参加を働きかける考
えはないか。�
健康福祉部長　本市では、徐々に定
年退職者が増加しており、これらの
方々が地域活動やまちづくりに自発
的に協力、参加することは、本人の
心身の健康に資するだけでなく、本
市にとっても大いに歓迎すべきこと

である。�
　このような状況を踏まえ、現在、
地域における助け合いの仕組みとし
て、住民の自発的・積極的な参加を
得ながら、「福祉デザインひろばづく
り」と名付けた福祉コミュニティの
形成を推進している。�
　今後とも、各地の取り組みを参考
としつつ、福祉デザインひろばづく
りを推進する中で、定年世代の方々
のさらなる地域活動への参加につい
て、住民とともに考えていきたい。�

議員　文部科学省が設置した「不登
校問題に関する調査研究協力者会議」
が行った報告後、全国では、不登校
児童・生徒の人数や割合を減らすた
めの数値目標を設定する自治体が増
え、教師は、子どもや家庭への働き
かけ等に追われるほか、子どもたち
の様々な状況に対応すべき適応指導

教室も単に子どもを学校に戻す指導
を強めるような動きが目立っている。�
　登校拒否・不登校問題への対策は、
学校に行きたくても行けない、苦し
み悩む子どもたちを、どのように見
守り、支援するかが重要な課題と考
えるが、市教育委員会の対応と各学
校への指導内容を伺いたい。�
教育振興部長　市教育委員会では、
教育情報センターで電話・来所相談、
訪問指導や、不登校で悩む保護者に
よる「気軽におしゃべり会」を定期
的に行っているほか、子どもたちが
心を開き、安心して過ごせる場所と
して、適応指導教室「セオリア」を
運営している。�
　また、各学校では、担任等による
個別相談やスクールカウンセラーが
活用されており、数値目標を立て不
登校児童を追い込むような取り組み
はしていない。�
　今後とも、学校、家庭、関係機関
との連携を深め、子ども一人一人の
自立に向けて取り組んでいきたい。�

議員　平成16年度の財政状況は、地
方債現在高が前年度より約54億円減
少するとともに、財政の硬直化を示
す公債費比率が前年度より4.2ポイ
ント改善するなど、一定、好転した
ように見えるものの、特別会計の活
用や公社の負債にかかる補助金等に
より、財政状況を把握することは困
難である。�
　そこで、今後の市債発行計画や公
社が抱える債務等、実質的な借金の
対応方針について伺いたい。�
企画財政部長　本市の財政は依然と
して厳しい状況にあり、好転の兆
しは見えないことから、引き続き
行財政改革を推進しなければなら
ない。�

　市債発行については、公債費負担
適正化計画を策定し、国の財政支援
を受けながら、公債費の適正化に努
めており、今後は、市債発行限度額
を25億円と設定することで、市債の
返還額と標準財政規模との割合であ
る起債許可制限比率を13％以下（15
％が危険ライン）にできると考えて
いる。�
　また、実質的な借金としての公社
への補助金、健全化計画に伴う公債
費償還等については、毎年策定して
いる中期財政収支計画に織り込んで
将来推計を行い、行政ＳＲ作戦の展
開により、財政の持続性を確保し
ながら、行財政運営を行っていき
たい。�

議員　国では、知的で心豊かな国民
生活及び活力ある社会の実現に寄与
するため、「文字・活字文化振興法」
を施行しており、地域の実情を踏ま
えた施策を実施する、地方公共団体
の責務がうたわれている。�
　高齢社会が進行する今日、市民の
読書活動を推進するためには、電車
等で中央図書館に通うのではなく、
身近な公民館図書室の利用が便利な
ことから、公民館図書室の蔵書をさ
らに充実させるべきと考える。�
　そこで、中央図書館のホームペー
ジを活用したオンライン予約により、
公民館図書室で図書の貸し出し・返
却できるシステムを立ち上げるなど、
中央図書館と連携し、公民館におけ
る読書活動を推進していく考えはな
いか。�
生涯学習部長　中央図書館と各公民
館図書室では、図書館カードの共用
を初めとして、返却本の相互受け入
れなどで連携を図っている。�
　加えて、18年度末の図書館コンピ

ューターシステムの更新
に合わせ、中央図書館の
蔵書をインターネット上
で検索・予約できるシス
テムの導入を検討してい
る。�
　これにより、将来的には、
最寄りの公民館で本の受
け取りや返却ができる「図
書館ネットワークシステ
ム」の実現を目指すなど、
中央図書館と公民館図書
室の連携をさらに深めて
いきたいと考えている。�

議員　現在、我が国では、心筋梗塞
や不整脈等の心臓疾患による死亡が
がんに次いで多いと言われている。
心臓疾患は、初期の手当で生存率が
大きく変わり、その初期手当として
人口呼吸や心臓マッサージなどの方
法がとられている。�
　このような中で、最近では、コン
ピューターにより心臓の状態を解析
し、必要に応じて電気ショックを与
える機器、すなわちＡＥＤ（自動体
外式除細動器）の使用が医療従事者
以外にも認められているが、消防関

係者以外、機器に対す
る理解度は極めて低い
と思われることから、
市民に対するＰＲ策に
ついて伺いたい。�
消防長　本市では、Ａ
ＥＤを用いた心肺蘇生
法の講習会を実施する
ことが、市民へのＰＲ
や訓練となるものと考
えている。�
　そこで、消防本部に

おいて、講習用ＡＥＤトレーナーを
購入し、今年度より新たなカリキュ
ラムにより、概ね月１回講習会を実
施しているほか、まちづくり出前講
座として各種団体から依頼される普
通救命講習やその他の救急講習等を
とらえ、ＡＥＤを用いた心肺蘇生法
の普及啓発を行っている。�
　今後とも、不特定多数の人が出入
りする事業所等での普及啓発の計画
などにより、適切な心肺蘇生法と早
期の除細動が実施されるよう、救命
効果の向上に努めていきたい。�
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○平成17年度要望書
（身体障害者の福
祉施策に関する要
望）�

○要望書（障害者福
祉に関する要望）�

○要望書（「ななく
さ育成園」の市内
への分所誘致等）�

○要望書（障害福祉
に関する要望）�

○公社への補助金投入、債務保証、

損失補償による一般会計への

影響について�

○普通建設費の推移について�

○職員削減と市民の役割について�

○高齢者交通費助成事業を初め、

助成金復活について�

○FM放送の開設について�

○マンション、集合住宅における

ダストハウスの固定資産税課

税の見直しについて�

○「住居表示板」の整備について�

○混合診療についての市の考え方

について�

○国民健康保険事業のあり方につ

いて�

○乳幼児医療費助成についての考

え方について�

○市業務の民間委託による個人情

報の流出について�

○市民が積極活用する川西南部

の公共施設拠点づくりについ

て�

○介護保険改定による負担内容の

変更について�

○食育の取り組みについて�

○保育所の整備充実と児童の待機

状況について�

○生活保護相談における就労支援

相談員の配置について�

○基本検診のデーターベース化に

ついて�

○広域ごみ処理施設建設工事にか

かる市としての環境保全の基

本姿勢について�

○多田桜木１丁目下滝公園の樹木

が枯れた理由について�

○自治体の防災対策について�

○民有地の安全対策に対する市の

援助について�

○市立川西南中学校グランド整備

について�

一般質問発言議員�

一
般
質
問
項
目�（
掲
載
分
を
除
く
）�
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　一般質問は、本会議第2日目と第3日目の2日間にわたり行われ、10人の
議員が、32項目について質問しました。�
　これらの質問のうち、10項目について、質問と答弁の要旨を掲載しました。�
　なお、要旨を掲載していない質問項目は、下段の「一般質問項目（掲載
分を除く）」をご参照ください。�

議員　市内の公園・緑地には、樹木
が伸びたまま放置され、手入れの行
き届いていない状況が見受けられる
が、このような状態を放置すれば、
剪定等に手間を要し、結果として費
用がかさむと考える。�
　公園・緑地の緑の空間は、生活に
憩いと潤いを与える、市民の貴重な
財産でもあることから、シルバー人
材センターを活用した定期的な剪定
や除草など、公園・緑地の管理に関
する市の考え方を伺いたい。�
土木部長　本市では、現在、
260カ所余りの公園を初め、
児童遊園地、緑地及び街路
樹の維持管理等を行ってい
るものの、毎年、すべての
樹木を剪定しているのでは
なく、限られた予算内で維
持管理を行っている。�
　公園については、年間２
～３回の除草業務を主とし
ながら、隣接地との関係、
あるいは、安全面を考慮し

て、見通しをよくするための高木・
低木の剪定や間引きなどに限定した
剪定作業を実施しているほか、自治
会や子ども会などにより、除草・清
掃等の協力をいただいている。�
　また、緑地部分については、年１
回の除草を宅地の周辺部に限定して
実施している。�
　今後とも、地域住民の協力を得な
がら、現状の体制により公園等の維
持管理に努めていく考えである。�

議員　本年５月、姉妹都市である米
国ボーリング・グリーン市のウォー
カー市長一行が本市を訪問し、市長
や議長等と親交を深められているが、
答礼の意味をこめて、市国際交流協
会と連携を図り、本市からも表敬訪
問をすべきと考えるがどうか。�
　また、本市では、平成12年まで、
「かわにし親善大使」として、市内
在住の中・高校生をボーリング・グ
リーン市に派遣し、ホームステイ等
を通してさまざまな交流を行ってい
たが、これを機に、親善大使の派遣
を再開する考えはないか。�

市民生活部長　本市では、ウォーカ
ー市長の「姉妹都市交流を活発化さ
せたい」との意向を受け、７月末か
ら７日間、今後の交流に向けた調査
を行うため、職員をボーリング・グ
リーン市に派遣している。�
　その際に持ち帰った柴生市長に宛
てた親書により、「来年春にボーリ
ング・グリーン市を訪問いただきた
い」との招待を受けたことから、今
後、受け入れ側のボーリング・グリ
ーン市や実施主体となる市国際交流
協会と調整を図りながら、訪問団を
派遣できるよう努力していきたい。�
　また、親善大使派遣事業について
は、市の財政状況が厳しい中で、事
業実施の仕組みづくりや派遣方法な
どの検討が必要だが、できるだけ
早い時期に青少年派遣が実現でき
るよう努力していきたいと考えて
いる。�

議員　国道173号では、平成18年度
末の４車線拡幅に向けて、順次、工
事が行われているが、一の鳥居交差
点以北400メートル～東畦野交差点
間の延長400メートルと、多田駅前
交差点～平野駅前交差点間の延長
500メートルの区間に道路照明が設
置されておらず、夜間、歩行者や車
両運転者にとって危険な状況であり、
事故の発生が危ぐされている。�
　この２区間では、一日も早い道路
照明の設置が求められているが、具
体的な設置見通しを伺いたい。�
土木部長　市としては、国道173号が、
本市の中・北部を南北に貫く主要な
幹線道路であり、拡幅工事の完成に
より、交通量が増加するとともに、

沿線の土地利用が図られることで、
店舗などからの車両の出入りや歩行
者・自転車の通行量の増加が予測さ
れることから、安全通行を確保する
ための道路照明の必要性は十分認識
している。�
　このうち、平成17年５月から供用
開始している、一の鳥居交差点以北
400メートル～東畦野交差点区間に
ついては、本路線の事業者である県
から、平成17年度末までに道路照明
を設置すると聞いている。�
　また、多田駅前交差点～平野駅前
交差点の区間は、平成８年度に拡幅
整備を終えており、今後、早期に道
路照明が設置されるよう、県に強く
要望していきたいと考えている。�

議員　近年、全国的に前立腺がん患
者が増加傾向にある中で、本市では、
県下でいち早く、平成10年度から60
歳以上の男性を対象に前立腺がん検
診を実施しているが、受診率は低い
状況であると聞いている。�
　前立腺がん検診は、血液採取のみ
の簡易かつ安全な検査であることか
ら、個別検診（市内の医療機関で行
う検診）での実施や、検診料の低減
などを図り、受診率を向上させる取
り組みが必要であると考えるが、市
の方針を伺いたい。�
健康福祉部長　前立腺がんは、一般
的に進行が遅く、初期段階では自覚
症状がほとんどないため、発見が遅
れた場合には手術やホルモン療法等
の治療に多額の医療費が必要となる
ほか、死亡に至るケースもある。�
　本市の前立腺がん検診は、保健セ
ンターにおいて、基本健康診査との
セットによるものと、人間ドックで
の検査によるものを含め、毎週４回
実施しており、受診者数は増加傾向
を示しているものの、受診率は低い
状況にある。�

　市では、これまでも広報紙やホー
ムページはもとより、全戸配付のパ
ンフレットにより市民へ周知し、受
診勧奨に努めており、今後は、医師
会との連携を図りながら、対象年齢
拡大や個別検診による実施などを視
野に入れ、疾病の早期発見を計画的
に促進していきたい。�

議員　本市の次
世代育成支援対
策行動計画は、
今年度を初年度
とし、平成21年
度までの５年間
を前期計画とし
て策定されたが、
今年度予算化さ
れた事業のうち、
公立保育所で実
施していなかっ
た３歳以上児の

米飯給食について、事業化に至った
経緯と現在の実施状況を伺いたい。�
健康福祉部長　国が定める保育所運
営費では、給食に関して、副食はゼ
ロ歳児から５歳児までの全児童が対
象に含まれているものの、主食は３
歳以上児は除かれていることから、
これまではご飯等の主食を自宅から
持参していただいていた。�
　しかし、保護者の負担軽減や、児
童に炊きたてのご飯を提供したいと
いう観点から、月1000円の実費負担
を得ながら、今年度より３歳以上児
にも主食を提供し、全児完全給食を
実施しようとするものである。�
　現在の状況は、全保育所の調理室
を調査し、電気・ガス設備等の改修
や炊飯器をはじめとした備品等の配
置を順次行っているが、それぞれ建
設年度や構造、設備内容が異なって
いることに加え、業務の全体的な見
直しが必要な場合もあることから調
整に時間を要しており、準備が整い
次第速やかに、３歳以上児への米飯
給食を実施していきたいと考えている。�
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文教公企常任委員会�

古紙配合率100％再生紙を使用しています�
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�
�
�

■全員賛成■�
〈条例の制定〉�

○川西市長期継続契約を締結することができる契約
を定める条例（総務）�

〈条例の一部改正〉�
○川西市情報公開条例（総務）�
○川西市個人情報保護条例（同）�
○川西市火災予防条例（同）�
○川西市知明湖キャンプ場の設置及び管理に関する
条例（文教公企）�
○川西市自転車等駐車場の設置及び管理に関する条
例（建設）�
○川西市手数料条例（同）�

〈その他〉�
○専決報告　平成17年度川西市一般会計第２回補正�
○教育委員会委員の選任�
○公平委員会委員の選任�
○兵庫県市町村職員退職手当組合を組織する地方公
共団体の数の減少及び兵庫県市町村職員退職手当
組合規約の変更（総務）�

○化学消防ポンプ自動車・Ⅰ型の買入れ（同）�
○消防ポンプ自動車・CD－Ⅰ型の買入れ（同）�
○消防ポンプ自動車・CD－Ⅰ型の買入れ（同）�
○川西市知明湖キャンプ場の指定管理者の指定（文
教公企）�
○保健センター乳房エックス線撮影装置の買入れ（厚
生経済）�

■賛成多数■�
〈条例の廃止〉�

○川西市自動車駐車場の設置及び管理に関する条例（建設）�
〈補正予算〉�

○平成17年度川西市一般会計第３回補正（各委分割
付託）　�
○平成17年度川西市駐車場事業特別会計第１回補正（建設）�
○平成17年度川西市介護保険事業特別会計第１回補
正（厚生経済）�

〈決　算〉�
○平成16年度川西市水道事業会計決算認定（公企会
計決算特別委）�
○平成16年度川西市病院事業会計決算認定（同）�

〈その他〉�
○川西市自動車駐車場の売払い（総務）�
○川西市自転車等駐車場の指定管理者の指定（建設）�

■継続審査■�
〈決　算〉�

○平成16年度川西市一般会計決算認定（一般会計決
算特別委）�
○平成16年度川西市国民健康保険事業特別会計決算
認定（特別会計決算特別委）�
○平成16年度川西市老人保健事業特別会計決算認定
（同）　　　　�
○平成16年度川西市農業共済事業特別会計決算認定
（同）　　　　�
○平成16年度川西市交通災害共済事業特別会計決算
認定（同）　　�
○平成16年度川西市下水道事業特別会計決算認定（同）�
○平成16年度川西市駐車場事業特別会計決算認定（同）�
○平成16年度川西市住宅街区整備用地先行取得事業
特別会計決算認定（同）�
○平成16年度川西市介護保険事業特別会計決算認定
（同）�

【請　　願】�
■継続審査■�

○高齢者交通費助成の休止に関する請願書（厚生経済）�

【注】（　）は付託された委員会です。�

厚生経済常任委員会�一般会計（農林業費）補正予算も�

建設常任委員会�

　10月の議会役員の
選出に伴い、市議会広
報委員会のメンバーが
新たに決まりました。�
　今後とも、よろしく
お願いいたします。�

委 員 長�
副委員長 �
委　　員�

土田　　忠�
倉谷八千子�
向井　陽子�
北上　哲仁�
吉田　　進�
黒田　美智�
宮路　尊士�
梶田　忠勝�
江見　輝男�
横谷　弘務�
多久和桂子�
�

市議会新広報委員�

「中学校弁当販売事業」関連経費の補正も�

　今期定例会の常任委員会で審査された議案は、総務委員会９件、文教公企
委員会２件、厚生経済委員会２件、建設委員会５件、四つの委員会に分割付
託された補正予算案１件です。�
　ここでは、各委員会の審査における質疑などの一部について、その要旨を
掲載しています。�常任委員会報告�常任委員会報告�常任委員会報告�

総務常任委員会�火災予防条例の一部改正も�
自動車駐車場の売払いで論議�

　川西市議会では、本会議はも
とより、議会運営委員会をはじ
め、常任・特別委員会など、す
べての会議を公開しています。�
　これらの会議では、皆さんの
日常生活にかかわりの深い重要
な事柄が審議・審査されています。�
　市の方針や議会活動を知るよ
い機会ともなりますので、ぜひ
傍聴にお越しください。�
　なお、次の12月定例会は、11
月末頃から開かれる予定です。�
　これらの会議の開催日程等に
ついては、市議会事務局（TEL：
740－1255)にお問い合わせいた
だくか、市議会ホームページ�
（http://www.city.kawanishi.�
hyogo.jp）をご覧ください。�

■川西市自動車駐車場の売払いにつ
いて�
　本案は、駐車場事業の見直しに伴

い、228パーキング及びジョイン川

西駐車場を、川西都市開発株式会社

に売り払おうとするものである。�
川西都市開発株式会社への駐
車場施設売却後における、事

業運営見通しを伺いたい。�
この会社による今後10年間の
駐車場経営予測では、営業時

間の延長やプリペイドカードの発行
をはじめとした種々の経営改善を図
るとともに、公の施設では困難な広
告収入等の使用料以外の財源確保を
試算し、年３％の売り上げの伸び率
を試算されているもので、その結果、
経常利益から借入金返済等を控除し
た資金収支額は、3700万円の黒字が
見込まれている。�

◇　◇　◇�
反対意見　経営予測で示された年３
％の売り上げの伸びは根拠がなく、
将来、新たな市の負担が危ぐされる

ことから、本案には賛成できない。�
賛成意見　駐車場施設を民間に売却
することで、弾力的な経営手法へ転
換できるとともに、売却先が市の影
響力を担保できる出資法人である
ことなどの理由から、本案に賛成
する。�
■川西市火災予防条例の一部を改正
する条例の制定について�

　本案は、住宅用防災警報機器等の

設置義務や設置位置、また、火災予

防の推進に関する市と市民の責務等

を定めようとするものである。�

住宅用防災機器の設置に向け
た今後の取り組み方針を伺い

たい。�
新築住宅については、平成18
年６月１日より設置を義務づ

けるが、既存住宅等については、平
成23年５月31日までに防災機器を設
置するよう、広報紙やパンフレット
等による周知のほか、講演会など、
あらゆる機会をとらえ、普及啓発を
図る方針である。�

答�

答�

�問�

問�

問�

問�

問�

問�

問�

問�

■保健センター乳房エックス線撮影
装置の買入れについて�
　本案は、乳がんが早期発見される

よう、保健センターの検診を拡充す

るため、乳房エックス線撮影装置を

購入しようとするものである。�

この装置は、多機種の中から
選定されているが、機器選定

に至った経緯を伺いたい。�
機器選定については、市と医
師会で構成するメディカルセ

ンター運営委員会で協議しており、
集団検診にふさわしい機器として絞
り込んだ２機種のプレゼンテーショ
ンにより、特徴や性能等を比較検討

して購入する機器を決定している。�
■平成17年度川西市一般会計補正
予算（第３回）〈分割付託〉�
今回の補正で助成しようとす
る朝市・農産物直売所は南部

地区に位置するが、川西能勢口駅
周辺に直売所を設置する考えはな
いか。�

今回の補正では、市内で生産
された安全で新鮮な農作物を

供給している久代１丁目地内の直売
所を改装するため、助成しようとし
ている。�
　今後は、川西能勢口駅周辺でも継
続実施できる方策を模索したい。�

答�
答�

�

■川西市知明湖キャンプ場の指定管
理者の指定について�
　本案は、平成17年11月１日～平成

20年３月31日までの間、知明湖キャ

ンプ場の指定管理者として、財団法

人一庫ダムレイクリゾートセンター

を指定しようとするものである。�
キャンプ場の管理に指定管理
者制度を導入する効果を伺い

たい。�
キャンプ場への指定管理者制
度の導入は、市民サービスの

向上と経費縮減に効果があると考え
る。�
　そこで、キャンプ場の管理者に、
隣接する国崎せせらぎ地区とともに
効率的な管理運営ができる財団法人
を指定するものである。�

◇　◇　◇�
賛成意見　青少年の健全育成を図る
という設置目的を堅持するほか、市
としても、事業管理に努めることを
期待し、本案に賛成する。�
■平成17年度川西市一般会計補正
予算（第３回）〈分割付託〉�

今回、新たに中学校で弁当
を販売するための関連経費

が追加されようとしているが、弁
当の栄養バランスに配慮する考え
方を伺いたい。�

販売する弁当に関しては、
学校給食実施基準に示され

た平均所要栄養量の基準に基づき、
栄養職員がメニューをチェックす
ることで、栄養バランス等に配慮
していきたい。�

答�

答�

�

■川西市自転車等駐車場の
指定管理者の指定につい
て�
　本案は、平成17年10月１

日～平成20年３月31日まで

の間、多田、鼓が滝、平野

の自転車等駐車場の指定管

理者として、株式会社ビケ

ンテクノを指定しようとす

るものである。�
公募により申請され
た６団体のうち、こ

の会社を選定された理由を
伺いたい。�

指定管理者の選定に
当たっては、税理士等で構成

する選定委員会で審議いただき、答
申を得ている。�
　これを受け、本市では、平成16年
度決算額より76万4000円の経費削減
が図れるほか、類似施設の実績に加
え、収入増への取り組みとして、利
用者を駐輪場へ誘導する提案なども
あることから、この会社を指定管理
者に選定したものである。�

◇　◇　◇�
反対意見　高齢者を雇用するシルバ
ー人材センターが管理する駐輪場を、
公募方式により指定管理者を指定し
ようとしており、賛成できない。�
■川西市自動車駐車場の設置及び管
理に関する条例を廃止する条例の
制定について�
　本案は、228パーキングとジョイ

ン川西駐車場の駐車場事業を、平成

17年12月31日をもって廃止すること

に伴い、条例を廃止しようとするも

のである。�

これらの駐車場を川西都市開
発株式会社に売却しようとす

る主な理由を伺いたい。�
本市では、川西能勢口駅周辺
の駐車場需要に民間でも対応

できるとの判断のもと、市が40％を
出資している会社であれば、駐車場
事業を継続できるほか、今後10年間
の経営見通しで黒字転換が予測され
ることから、売却先を川西都市開発
株式会社にしようとするものである。�

◇　◇　◇�
反対意見　市は、駐車場事業の赤字
の責任を社会情勢に転嫁しており、
本案には賛成できない。�

答�

答�

�

保健センター乳房エックス線撮影装置の買入れを審議�

知明湖キャンプ場指定管理者の指定を審議�

“駐輪場”指定管理者の指定を可決�
市営駐車場設置・管理条例の廃止も�

市 議 会 の 新 し い 体 制 決 ま る �


